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　1859（安政6）年の横浜港開港に端を発

する横浜市の元町ショッピングストリート。か

つて外国人御用達の店が集まり発展し、

1970～80年代に流行した「ハマトラ」の発

祥地として知られ、今も洗練された雰囲気

が漂う全長600メートルの商店街だ。

　2020年、この商店街にタイル仕立ての

ベンチと植栽が一体となった滞留空間「元

町パークレット」が設置された。咲寿さんは、

プロジェクトを推進した商店街のまちづくり

委員の一人だった。

　「2015年頃、地域の皆さんに『商店街に

は何が必要ですか？』というアンケートを取

ってみると、『商店街は楽しいけど、座って落

ち着ける場所がない』という回答が多かった

んですね。そこで持ち上がったのは、サンフ

ランシスコ発祥のパークレットを造るという

アイデア。これは車道の一部を転用して人

のための空間を生み出す取り組みで、元町

仕様のパークレットを作ろうとプロジェクトが

動き始めました」

　咲寿さんらまちづくり委員会がパークレッ

トに求めたのは、質感があり、耐久性に優

れ、色合いが劣化しないベンチ。話し合いを

重ねるうちに、タイルを用いる案が浮上し

た。

　「僕らハマッ子は、やっぱり“横浜ブルー”

にこだわりを持っていて、商店街でも植栽の

プランターや照明塔など随所にブルーを用

いています。構造物にペンキを塗っただけで

は殺風景で冷たい印象があり、温かみがあ

って、耐久性があり、みんなが楽しめる素材

は何かと考え、タイルに行き着いたのです」

　プロジェクトのメンバーは、多治見市を訪

れ、タイルの製造工場を回り見学した。

　「僕らには、200人以上の店主ほか関係

者に、なぜタイルなのか、どうしてそれが優

れているのか、しっかり説明する義務があり

ました。実際に作っている現場に伺い、色の

調合や焼き方などを目の当たりにし、職人さ

んの苦労話などもお聞きし、ものづくりのス

トーリーに触れることができました」

　当初は、商店街の中で反対する声もあっ

たというパークレットプロジェクト。咲寿さん

は、タイルづくりの現場で見た経験をもとに

プレゼンテーションを行った。

　「もともと元町は、職人が商いをしてきた

まち。職人さんの想いがこもったタイルが商

店街のために使われるのは素晴らしいこと

だという思いを込めて説明し、誰からも異論

なく熱意が受け入れられました」↓

　こうしてパークレットの計画は実現し、

咲寿さんが代表を務める家具店「株式会社

ダニエル」が施工を担当した。パークレット

は商店街3箇所に設置され、深みと温かみ

のある“元町ブルー”のタイルが街並みに溶

け込んでいる。

　「ベンチに座ってお茶を飲んだり、友だち

と語り合ったり、家族でくつろいでいたり、今

までにない風景が僕らの目に入ってくるよう

になりました。今はあそこが駐車スペースだ

ったことを思い出せないくらい、商店街に欠

かせない存在になっていると思います」

　元町パークレットは、2020年に「第10回 

横浜・人・まち・デザイン賞」の「まちなみ景

観部門」を受賞。古くからまちづくりに取り組

んできた商店街が、新たな仕組みに挑戦↓

したことが高く評価された。

　「実際にパークレットが出来上がったと

き、本当に感動したんですよ。タイルの職人

さん、施工やデザインも含めて、いろんな

方々に無理してやっていただいて、それを見

ていた商店街の皆さんから『やっぱり頼んで

良かったよ』と言っていただき、その言葉で

すべての苦労が報われました」

　咲寿さんは、元町で古くから家具の製

造と販売、修理・修復に携わる株式会社

ダニエルの3代目。今回のプロジェクトに込

めた思いをこう語った。

　「僕と先代の父は、昔ここに住んでいなか

ったので、後から入ってきた“外様”のような

疎外感を持っていました。商店街の活動に

も参加できず、何か寂しいなと感じながら、

大好きな元町のために貢献できることはな

いかなと思っていたんですね。そんなときに

商店街の理事長から『まちづくりに絡んでみ

ないか』と声をかけられ、今回の取り組みに

参画することができました。まちづくりを通じ

て、いろんな方との交わりができたのは大き

な喜び。多治見で出会った職人さんのもの

づくりのストーリーを継続して発信していき

たいと思います」

ものづくりのストーリーを、多治見から元町へ
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商店街に憩いを創出した
“元町ブルー”パークレット
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